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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・看護グループ内研修実施予定。出欠を1/16(水)までに入力。
日　時：1月17日（木）・18日（金）17：10～18：10
場　所：メンタル3階会議室　　　対　象：看護・介護　全員対象
テーマ：「救急対応について」　　講　師：宮澤文子Ns、久保奈々美Ns
・プログラムのテキスト作成の締め切りが1/15までとなっているので、各自期日までに作成・提出する事。

・2/2ボイラーの点検・清掃が入る予定となっている。

・インフルエンザが流行してきている為、手洗いうがいを徹底して感染予防に努める事。

＜利用者様情報＞

・中村　弘明様～本日来所時に「病状も安定しているし、時間に拘束されず自由な生活を送りたい」と話され退所を希望されている。また、デイケアの利用目的である対人能力の向上について、本人はデイケアに通うよりも地域での生活で獲得していきたいとの事。以上のことをかかりつけ医院の主治医へ伝えていただき、結果について連絡いただくこととしている。

・向井　敦子様～欠席の定時連絡において「交通費にお金がかかる、話しを聞いてくれる人がいない」等の理由からデイケアを退所したいとの訴えあり。訴えを傾聴し、次回来所時に今後について担当スタッフと話合うこととしている。

・前野　義勝様～昨日、自宅が火事になり現在は居住地が定まっていない為、姉の持ち家に身を寄せている。姉は仙台在住で1/14（月）まで八戸にいるとのこと。それまでは本人を泊まらせることが出来るが、1/14以降の居住地が定まっていない為、今後の居住地についてお姉様から検討の希望が聞かれている。尚、諸手続きの為今週はナイトケアを欠席するとの事。

・上川原　豊様～昨日、自宅が火事になり現在は精神障害者生活訓練施設「青山荘」に一時的に滞在している。本日来所され当日の訴えが聞かれるため傾聴している。今後の居住先について生活保護との兼ね合いも含め、青明舎が中心となって支援・検討していく。

・下妻　康貴様～昨日、自宅が火事になった為、現在は父親の実家に身を寄せている。今後の居住先について、本人の希望であるグループホームの入所に向けて青明舎が中心となって支援していく。諸手続きの為、今週は仕事を休むが来週から出勤すると話されている。

・山田　吉夫様～昨日、自宅にて火災が発生している。焼死体が発見されているが、身元の確認が取れていないため、確認でき次第今後について検討していく。

・　宮　陽子様～デイケアの欠席が続いている為、本日外来受診時に話し合いを行っている。スタッフの訪問に対し、落ち着いた様子で表情穏やかに対応している。デイケアに来られない理由として「家が忙しいから、来てくれるのはいいんだけど」と話されている。今後もデイケアの欠席が続くようであれば、支援方法について検討していく事としている。

・古舘　ヨリ様～来所時に本日分の薬が無いと訴えている。話を聞くと、本日自宅を出て病院に朝寄った時には就床前薬まで全ての薬が1日分あったとの事。外来に寄った際には、本日分の朝食後薬を服用し、デイケアに来所したと報告されている。病院まで薬を探しに行くが見つからず、鞄を探してみると1/8の夕食後薬が発見され忘薬が判明。1/8の夕食後薬を本日は服用する事とし、不足の昼食後・就床前薬を外来にて処方している。今後の服薬の仕方について本人と検討していくこととしている。

・久保　清美様～「考え事をしていて夜眠れない」との訴えあり欠席。症状が続くようであればDrに相談してみるよう促している。

・種本　サハ様～昨日から吐気と下痢の症状が継続している為、本日鹿内内科を受診している。心電図、採血、尿検査を実施したところ貧血気味と診断され、薬が3日分処方となっている。次回の診察は未定で本人が都合の良い日に連絡し受診する事としている。

・我満奈津紀様～1/9（水）本人よりがんの手術日程が決まったとの連絡あり。入院日は1/11（金）、手術日は1/15（火）となっている。退院日は未定であるが、入院期間は1～2週間とのこと。今後も本人の話を傾聴しながら不安軽減に努めていく。

・村上　元道様～先日、昼食後薬を服用忘れる事あり、時間経過後に気が付いたと報告されている。これまでも何度か忘薬が認められている為、昼の薬についてDrに相談する事を勧めている。

＜事例検討＞
五日市　規様　（61）主病名：統合失調症　合併症：糖尿病　主治医：猪股Dr

長期目標
生活環境に慣れ、再発させない

中期目標
生活の不安・病状変化を察し、対処できるようになる

短期目標
①自身の変化を感じた際には伝える事が出来る。

②生活で困った事を表現出来る。

実施計画
①人に見られる事を意識し、保清面の促しを行う。

②疲労・睡眠など病状悪化の兆しについて確認を行う。

③生活のしづらさを感じている事はないか確認し、必要時は関係機関と連携を図る。

退院時の状態
・青南病院退院時には入浴の雑さがあり不潔傾向。現在は入浴を定期で行い、指摘された事は改善できている。

・頭皮の軟膏は青山荘で塗布。

・だらしない服装は見られていない。

・夜間の睡眠はとれているが、睡眠後も疲労感はとれないと話されている.

・青山荘の当番など、日々の役割の変化に慣れないと話されている。

・金洗面で余裕が無い事で、気分的にも余裕がないと話されている。

青山荘からの情報

・糖尿病によりご飯の量を180gに設定しているが、間食が多い為間食をしないよう促しが必要。

・環境適応に時間がかかる為、当番の役割は掃除当番のみ行っている。

・日常生活におけるもの忘れが多々ある。

検討結果
・実施計画①については、本人の目標が不明確であることから、再度本人と話し合い目標設定から見直す必要がある。

・頭皮への軟膏塗布は、通所にて入浴を行った日については青山荘スタッフも軟膏処置を行っている状況が不明である為、本人へ再度木・金曜日の軟膏処置の時間・方法について確認し、青山荘へ情報提供を行う。

・糖尿病や高血圧などの健康面が心配されるので、実施計画に立案されていないが様子を観察し、定期的に健康チェックを行っていく。
